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　らせいたします。
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　　最近の業績動向等を踏まえ、平成18年11月17日の中間決算発表時に公表いたしました平成19年３月

　期（平成18年４月１日～平成19年３月31日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知

売　　上　　高 経　常　利　益
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業績予想の修正に関するお知らせ
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記

　１．平成19年３月期　連結業績予想数値の修正（平成18年４月１日～平成19年３月31日）
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　３．平成19年３月期　個別業績予想数値の修正（平成18年４月１日～平成19年３月31日）
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以　上

　６. 理　由

であり、今後の様々な要因により異なる結果となることがあります。
上記予想数値は、本資料の公表日現在において把握できた情報に基づき作成したもの

①連結

②個別

　主に上記記載の理由により、平成19年３月期の期末予想売上高は前回発表から5,000百万円増加
し130,000百万円、経常利益は900百万円増加し2,500百万円、当期純損失は200百万円から350百万
円になる見込みであります

　公共投資、とりわけ地方自治体の地方単独事業の減少が継続する厳しい経営環境の中で、当社
グループは顧客第一の観点から積極的な提案型営業を推進しました結果、平成19年３月期の期末
予想売上高は前回発表（平成18年11月17日）から4,000百万円増加し144,000百万円となる見込み
であります。
　経常利益につきましても、上記受注促進策に併せ徹底したコスト削減に取り組み、また、「営
業外収益および特別損失の発生に関するお知らせ」（平成19年４月10日）でお知らせしました外
国為替換算差益を営業外収益に計上する予定であり、1,800百万円から700百万円増加し2,500百万
円になる見込みであります。
　当期純損失につきましては、減損損失を特別損失に計上すること等により700百万円から800百
万円になる見込みであります。

（注）


